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6 7 名：再春館・先進⽼化医学共同研究講座
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- . < 的：①「年齢を重ねることで起きる悩み」を =>?@ABCDEFGHIJKLMNOHPGQR

STUVWXY

②「細胞内エネルギー」の機能を制御する素材を植物資源から探索・同定しその素材もしくは
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¡¢£r(�¤4M<=./講座は、本来個々の細胞に備わっている⾃⼰回復⼒を⾼める制御機
構の解明、カギとなる⽼化制御素材候補の探索、その成果の応⽤開発によって、⼈々のいきいきとした⽣
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!"!#$%&'年！年齢肌化粧品のパイオニアの再春館製薬所
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「再春館・先進⽼化医学共同研究講座」を設置

!"#$%
&'()*+ ⽼化研究所プロジェクトリーダー ,-.
/0121234562789

:;<=2>? @ABCDE
&'()*+ 代表取締役社⻑ ⻄川正明
&'()*+ ⽼化研究所所⻑ FG1H


